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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年11月29日(2012.11.29)

【公表番号】特表2012-512292(P2012-512292A)
【公表日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2012-021
【出願番号】特願2011-541260(P2011-541260)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   9/04    １０１　
   Ｃ０８Ｊ   9/04    ＣＥＳ　
   Ｃ０８Ｌ  23/10    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月12日(2012.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発泡ポリオレフィン組成物であって、当該組成物は（総てのパーセント量は重量を基準
として）、
Ａ）　プロピレンホモポリマー、３％までのエチレンを含有するプロピレンのランダムコ
ポリマー、６％までの少なくとも１種のＣ４－Ｃ１０α－オレフィンを含有し、場合によ
り３％までのエチレンを含有できるプロピレンのランダムコポリマー、およびこれらのい
ずれかの組合せからなる群から選択されるポリプロピレン成分５０～９０％；
Ｂ）　エチレンおよび少なくとも１種のＣ３－Ｃ１０α－オレフィンからなるコポリマー
成分１０～５０％であり、当該コポリマーは１５％～５０％のエチレンを含有し、場合に
より、少量のジエンを含有でき；
前記（Ａ）および（Ｂ）の量は（Ａ）および（Ｂ）の総重量に関しており、前記発泡ポリ
オレフィン組成物は、下記の特徴：
ｉ）成分（Ａ）の多分散指数が４以上、および
ｉｉ）室温におけるキシレン中の可溶分の粘度［η］値が３．５ｄｌ／ｇ以上
のうちの少なくとも１つを示す、発泡ポリオレフィン組成物。
【請求項２】
　前記成分（Ａ）は（総てのパーセント量は重量を基準として）：
ＡＩ）　０．１～１０ｇ／１０分のメルトフローレートＭＦＲＩを示すプロピレンポリマ
ーを２５～７５％；および
ＡＩＩ）　１００ｇ／１０分以下のメルトフローレート値ＭＦＲＩＩを示すプロピレンポ
リマーを２５～７５％
含み、ＭＦＲＩＩ／ＭＦＲＩ比が５～６０であり、プロピレンポリマー（ＡＩ）および（
ＡＩＩ）は、独立して、プロピレンホモポリマー、３％までのエチレンを含有するプロピ
レンのランダムコポリマー、および６％までの少なくとも１種のＣ４－Ｃ１０α－オレフ
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ィンを含有し、場合により３％までのエチレンを含有できるプロピレンのランダムコポリ
マーからなる群から選択され；前記（ＡＩ）および（ＡＩＩ）の量は（ＡＩ）および（Ａ
ＩＩ）の総量に関する、請求項１に記載の発泡ポリオレフィン組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載の発泡ポリオレフィン組成物を含む、ワイヤーまたはケーブル被覆物。
【請求項４】
　請求項１に記載の発泡ポリオレフィン組成物を含む、ショックアブソーバー要素。
【請求項５】
　請求項１に記載の発泡ポリオレフィン組成物を含む、熱絶縁体または防音体。
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